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食中毒に関わる海洋天然物の生合成・蓄積・変換機構の
解明と食品衛生への応用
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海に囲まれた我が国では、魚介類などの海洋の
食資源は国民の食生活および食文化において、
重要な位置を占める。しかし、魚介類には自然
毒を持つ生物が存在し、麻痺性貝毒、下痢性
貝毒、フグ毒、シガテラ魚毒などによって、全世
界的に食中毒が発生し、健康被害がもたらされ、
養殖産業などでの経済的損失も大きい。

フグ毒蓄積関与タンパク質のフグ組織内
分布の解明と新規フグ毒類縁体の発見
フグは毒を生産せず餌などに含有される毒を蓄
積する能力をもつ。本研究では、毒の蓄積に
関与すると考えられる、サキシトキシン、テトロド
トキシン結合タンパク質(PSTBP)の抗体を作製
し、ヒガンフグの組織免疫染色を行い、PSTBP
がフグ皮膚の分泌腺や卵巣の卵母細胞などに
毒を供給する機能をもつことが示唆された。

麻痺性貝毒の生合成経路を化学的に証明
麻痺性貝毒サキシトキシンの生合成経路は、
推定遺伝子配列より予測された。本研究で
は、予測された生合成中間体3種を化学合成
し、毒を生産する藍藻、渦鞭毛藻類から2種
同定し、初めて本経路を化学的に証明した。

本研究では、化学合成や最先端の質量分析装
置を用いた多成分の毒を高感度で一度に分析
する化学的な方法と、遺伝子、蛋白質、抗体、
細胞、酵素、微生物などの生物学的方法を合わ
せて駆使し、これまで未解決であった毒の生合
成・蓄積機構の解明と食品衛生への応用を目指
す。

代表論文：J. Lipid Res., 52 (12), 2245-2254, (2011)
新聞：朝日新聞土曜版：ののちゃんのDo科学　フグが自分
の毒にしびれないのは？(2011年9月3日)、河北新聞朝
刊：科学の泉 海洋生物の毒(2013年8月20-25日連載)
特記事項：仙台第三高等学校(H23年度)と、福島成蹊
高校(H25年度)で出前授業を行った。

遺伝子解析がさらに効率化、高精度化され、
微生物由来の海洋生物毒の生合成経路を、
全ゲノムより探索することがさらに容易になる
だろう。一方、化学合成や分析手段も今後

飛躍し、本研究は生物と化学の両分野の発
展へ貢献して、日本で解明した海洋生物の
毒化機構が世界の食品衛生に寄与すること
が期待される。
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